
定 格 電 圧 ：AC100V
定 格 周 波 数 ：50/60Hz
消 費 電 力 ：130W
定 格 時 間 ：30分定格
質 　 　 　 量 ：約44kg
寸 　 　 法 ：・リクライニングしてない時（フットレスト収納）

高さ1050×幅720×奥行1100（ｍｍ）
・リクライニングした時（フットレスト水平）
高さ690×幅720×奥行1580（ｍｍ）

安 全 装 置 ：過熱防止装置、電子タイマー（約15分）
リクライニング角度 ：背もたれ約120°～約160°、座部約15°～約32°、フットレスト約15°～約75°
専 用 コ ン セ ン ト ：AC100V・最大300W
ロ ー ラ ー 移 動 時 間 ：約21秒（50Hz）、約17秒（60Hz）（最大移動範囲）
ローラー揺動回転数（も　む） ：約28rpm（50Hz）、約33rpm（60Hz ）
ローラー揺動回転数（たたく） ：約380rpm（50Hz）、約470rpm（60Hz ）
ローラー最大移動範囲 ：約515ｍｍ
脚 　 バ 　 イ 　 ブ ：振動式（強弱2段階）
医 療 用 具 許 可 番 号 ：22BZ0198
電気用品型式認可番号 ：　 91-56429

10. 主な仕様

〒105-0001 東京都港区虎ノ門3-4-10 TEL03(3436)7092

健康統轄事業部

発売元

●札幌011（271）7826 ●仙台022（265）2734 ●大宮048（645）8111 ●東京03（3436）7092
●横浜045（411）7216 ●名古屋052（561）0621 ●京都075（223）1135 ●大阪06（282）2572
●神戸078（361）1199 ●広島082（247）0260 ●高松087（822）8521 ●福岡092（414）3206

※改良のため一部仕様を予告なしに変更することがあります。

オムロンフィールドエンジニアリング北海道（株）札幌支店
〒060-0003  札幌市中央区北 3条西1-1 サンメモリア6階 TEL011(281)5125

オムロンフィールドエンジニアリング（株）東京第1支店
〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-19-15 ウノサワ東急ビル2階 TEL03(3448)8104

オムロンフィールドエンジニアリング（株）名古屋支店
〒460-0002 名古屋市中区丸の内3-22-21 安田火災名古屋ビル7階 TEL052(962)3281

オムロンフィールドエンジニアリング（株）大阪第1支店
〒530-0004  大阪市北区堂島浜2-1-9 古河大阪ビル西館1階 TEL06(348)1814

オムロンフィールドエンジニアリング九州（株）福岡第1支店
〒812-0013  福岡市博多区博多駅東2-5-28 博多偕成ビル3階 TEL092(451)6837

12.修理サービスのネットワーク

※所在地・電話番号を予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

北海道地区の方

お買い上げの販売店または最寄りのオムロンフィールドエンジニアリング（株）までお問い合わせください。品質保証書の記載内容に
より専門工場にて修理をさせていただきます。

'98.7月

9034389-5 A

商品の使い方に関するお問い合わせは、

オムロン健康相談室がお答えします。

ダイヤルは正確に

関東、東北、
甲信越地区の方

東海、
北陸地区の方

関西、中国、
四国地区の方

九州地区の方

全国どこからでも右記の
フリーダイヤルへ

11.商品の使い方に関するお問い合わせ
お買い上げの販売店またはオムロン健康相談室にお問い合わせください。
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製造元
株式会社　的場電機製作所
埼玉県川越市大字的場2627番地5

受付時間/10:00～12:00/13:00～16:00(月～金)
（都合によりお休みをいただくことがあります。）
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オ ム ロ ン マ ッ サ ー ジ チ ェ ア

HM-501
取扱説明書

■このたびはオムロンマッサージチェアHM-501をお買

い上げいただきましてありがとうございます。
■お使いになる前にこの取扱説明書を必ずお読みいただ
き、「安全上の注意」を十分にご理解の上、正しくお
使いください。

■お読みになった後は、いつもお手元においてご使用く
ださい。

■ご使用前に、この商品が正常に動作することを確認し
てください。

もくじ

要 保 存

保証書別添
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●ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害や財産への損害を未然に防止するための、
安全に関する重大な内容を記載していますので必ずお守りください。
●説明内容を守らず、誤った使い方をしたときに生じる危険や損害の程度を、「警告」「注意」で区分してい
ます。その表示と意味は次のようになっています。

マッサージチェアに関する安全上のご注意

警　告�

�

警告�
注意�

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

警告サイン 内 　 　 容

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり物的損害※の発生が想定される内容を示します。

図記号の例

△記号は注意(警告・危険を含む)を示します。具体的な注意内容は、△の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は“感電注意”を示します。

記号は禁止(してはいけないこと)を示します。具体的な注意内容は、 の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は“分解禁止”を示します。

●記号は強制(必ず守ること)を示します。具体的な強制内容は、●の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は“一般的な強制”を示します。

※物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットに関わる拡大損害を示します。

•次の方は、必ず医師と相談の上ご使用ください。
1)医師の治療を受けている人や特に体に異常を感じているとき 2)背骨に異常のある人、背骨が曲がっている人 3)悪性
腫瘍のある人 4)急性症状のある人 5)骨粗しょう症の人 6)妊娠中や生理中の人 7)安静を必要とする人 8)心臓に障害
のある人（狭心症、心筋梗塞等の疾患のある方、ペースメーカー使用の方） 9)かつて治療をうけたところまたは患部
へ使用する人 10)熱の高い人。

・事故や体調不良を起こす恐れがあります。
• 自分で意志表示できない方には使わせないでください。また、身体の不自由な方は、必
ず介護の方の付き添いの上で使用してください。

・けがをする恐れがあります。
•はじめは弱い刺激でおこなってください。
・気分が悪くなったりけがをする恐れがあります。
•使用時のスイッチ操作は動作を確認しておこなってください。
・動作が急に変わることによって苦痛を感じる場合があります。
• 連動パワーリクライニングやフットレストを使用する際は、本体の後ろやフットレスト
の下に人やペットおよび障害物がないことを確認してください。

・けがをする恐れがあります。
• 本機が動作しない場合や、おかしいなと感じたときは、使用を中止し、直ちに電源スイッチを切り、電源プラグを抜いてく
ださい。

・感電や発火の恐れがありますので、お買い上げの販売店またはオムロンフィールドエンジニアリング（株）までお問い
合わせください。

• アースは確実に取り付けてください。また、ガス管や水道管には絶対にアース線を接続しないでください。アース
線を接続する時は電源プラグをコンセントから抜いてください。

・故障や漏電の時の感電防止のために、アースは必ず取りつけてください。アースの取りつけは、お買いあげの販売店、
電気工事店へご相談ください。（取付工事は有料です。）

•布地が破れた状態（内部機構が露出等）では使用しないでください。
・けがをする恐れがありますので、お買い上げの販売店またはオムロンフィールドエンジニアリング（株）まで修理を依
頼してください。

•濡れた手で電源プラグの抜き差しや、電源スイッチまたはリモコンを操作しないでください。
・感電の恐れがあります。
• 頭、おなか、ひじ、ひざ、手などへの使用はしないでください。また使用されるときは正しい姿勢で座ってから使用し
てください。
・けがをする恐れがあります。
•幼児や子供に使用させたり、本機の上で遊ばせたりしないでください。
・けがをする恐れがあります。

•本機を分解したり、改造したりしないでください。
・発火したり、異常動作して、けがをする恐れがあります。
・故障の場合は、勝手にいじらずお買い上げの販売店またはオムロンフィールドエンジニアリング（株）
まで修理を依頼してください。

• 素肌や衣服が濡れたままで使用しないでください。
・けがや感電の恐れがあります。

• 交流100V以外では使用しないでください。またコンセントは単独で使用してください。
・火災や感電の原因になります。

• 浴室など湿気の多い場所で使わないでください。また、屋外では使わないでください。
・感電及び故障の原因になります。

• 電源コードを傷付けたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引張ったり、ねじったり、たばねたりし
ないでください。また重い物を載せたり、挟み込んだりしないでください。
・絶縁劣化により感電や漏電火災の原因になります。

• 電源プラグにピンやゴミ、水分を付着させないでください。
・感電やショート、発火の原因になります。

• 使用中、気分が悪くなったり、刺激が強すぎて苦痛を感じた場合、すぐに電源を切り、使用を中止してください。
・体調不良を起こす恐れがあります。

• ローラーの位置を確認の上、静かに座ってください。
・けがをする恐れがあります。

• 入浴剤（特にイオウ成分を含んだもの）やシャンプー、整髪料などが生地に付着した時は、速やかに乾いた布で
ふき取ってください。
・変色やシミの原因となります。

• 電源プラグは確実に最後まで差し込んでください。
・ショートや発火の恐れがあります。

• ローラーの間に手などを入れないでください。
・けがをする恐れがあります。

• 背もたれや、肘かけの上にのったり、座ったりしないでください。
・けがをする恐れがあります。また、床面を傷める恐れがあります。

• フットレストに座ったり、立ち上がったり、飛び跳ねたりしないでください。
・けがをする恐れがあります。また、フットレストが壊れる恐れがあります。

• 長時間の使用及び眠りながらの使用はしないでください。
・1回の使用時間は、同一個所には5分位、背全体へは15分位としてください。
・長時間の使用は、筋肉や神経に対して必要以上の刺激となり、逆効果になり
ます。
・続けて使用される場合は、15分使用した後、10分程度休んでください。
・なお1日当たりの使用時間は通算して1時間程度を目安にしてください。

• 頭部に髪飾り等の固いものをつけて使用しないでください。また長い髪の
人は束ねるなどして使用してください。
・ローラー移動部のカバーが押され、内部機構に接触して破れ、けがをする恐
れがあります。

• 本機の上にのって、飛び跳ねたりしないでください。
・けがをする恐れがあります。

• 座面下部の金具、背もたれと座部や肘掛け部のすき間に、手や足を入れないで
ください。
・けがをする恐れがあります。

• 必要以上にリクライニング動作をおこなわないでください。
・故障の原因になります。

• 毛布、タオルなどでウラブタの通風口をふさがないでください。
・故障の原因になります。

• ストーブなどの熱器具の近くに置かないでください。
・火災や故障の原因になります。

• キャスターを使用して本体を移動させる場合、人をのせて移動させないでください。
・けがをする恐れがあります。

• 使用時以外は電源スイッチを必ず「切」、施錠ボタンを「閉」にし、電源プラグをコンセントから抜き、リモコ
ンはリモコンポケットに収納しておいてください。この時電源コード類は束ねておいてください。
・幼児や子供がコードで遊び、けがをしたり、子供のいたずらによる事故やけがの恐れがあります。

• 電源プラグを抜く時は、電源コードを持たずに必ず先端の電源プラグを持って引き抜いてください。
・感電やショートして発火することがあります。

HM-501

束ねた髪を背にしている
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2. 室内でリクライニングができるスペースを確保してください。

・後ろに障害物や乳幼児のお子様がいないか確認してください。
・壁とのスキ間を75cm以上確保してください。
・電源コードやリモコンコードを踏んだり、挟んだりしないでください。

• 連動パワーリクライニングやフットレストを使用する際は、本体
の後ろやフットレストの下に人やペットおよび障害物がないこ
とを確認してください。

・けがをする恐れがあります。

注意�

あんま、マッサージの代用
・疲労回復
・血行をよくする
・筋肉の疲れをとる
・筋肉のコリをほぐす
・神経痛、筋肉痛の痛みの緩解

1. ご使用になる前の準備

3. 使用場所の注意
・直射日光が毎日長時間当たる所、ストーブの近く等、高温になる所は避けてください。布地の変色・変質の恐れが
あります。
・浴室などの湿気の多い場所では使わないでください。
・水などがかかる恐れのある場所は避けてください。
・床にキズをつける恐れがありますので、設置場所にマット等を敷くことをおすすめします。

◆本機の特長
1. 最新の人間工学を取り入れた背もたれと座部とフットレストが一緒に動く連動パワーリクライニング機能
・背もたれがリクライニングするのに連動し、座部の角度が変化します。これによりリクライニング時の身体の位置
ズレを低減し、効果的なマッサージができます。
マッサージをおこなう時はもちろん、イスとして使用する時も身体に最適な角度に足も腰も伸ばせるので、全身が
無理なくリラックスできます。

2. コリや疲れを上手にとらえるマッサージ機能
・背骨に沿って両側に点在するツボを効果的に、心地よく「もむ」機能。
・頑固なコリをやわらげる「たたく」機能。
・背中全体をまんべんなくもみほぐす「背筋のばし」機能。

3. 本格的なマッサージ手法を効果的にプログラムした自動コース
・「もむ」「たたく」「背筋のばし」の機能を組み合わせた本格的マッサージ手法を再現したプログラムがワンタッチ
でおこなえます。

4. 体に合わせた2つの切り換え調節機能付
・身長に合わせたローラー肩位置は、（高い）（低い）の2段階切り換えができます。
・「たたく」「背筋のばし」機能はローラー幅（広い）（狭い）の2段階切り換えができます。

5. 電子タイマー機能
・15分タイマー内蔵ですので、スイッチの切り忘れや過度のマッサージの心配はいりません。

6. ふくらはぎのマッサージがおこなえる脚バイブ機能
・フットレストに内蔵した強弱2段階切り換え脚バイブで、ふくらはぎのマッサージがおこなえます。

◆効能または効果

4. 移動するときの注意

75cm以上

本機を移動する場合には、電源コードやリモコンコードを束ね、踏みつけないようにしてください。
・故障の原因になります。
本機を移動する場合に、傷つきやすい床面や畳の上でじかにキャスターで移動しないでください。
・床面や畳が傷みます。
本機を移動させるときには、人または物を本機の上にのせたまま移動させないでください。
・転倒したり、けがをする恐れがあります。また、重さにより床面を傷める恐れがあります。
本機を設置する場合には、床面が水平で本機の重さに十分耐えられる場所に置いて使用してください。
・不安定な場所では転倒したり、けがをする恐れがあります。また、本機の重さにより床面を傷める恐れがあります。

雷の発生時には使用を中止し、電源スイッチを「切」
にし電源プラグをコンセントから抜いてください。
・落雷があると故障の原因になります。
本機のローラー移動部を強く押したり、硬いものをの
せて使用しないでください。
・故障の原因になります。
リモコンを落下させたり、踏んだりしないでください。
・故障の原因になります。

ア
ー
ス�

300W以下�
電源スイッチ�
切� 入�
開�
閉�

電源コンセントにアース端子がある場合
①付属のアース線の丸形端子を本体裏面のアース端子に確実に取り付けます。
②アース線のもう一方のはじを丸くして、電源コンセントのアース端子に確実
に取り付けます。

電源コンセントにアース端子がない場合
お買い上げの販売店、電気工事店にご相談ください。（第3種接地工事・有料）。

1. アースの接続
■設置のしかた

ア
ー
ス�

300W以下�電源スイッチ�

切� 入�
開�

閉�

アース端子

• アースは確実に取り付けてください。また、ガス管や水道管には絶対に
アース線を接続しないでください。アース線を接続する時は電源プラグ
をコンセントから抜いてください。
・故障や漏電の時の感電防止のために、アースは必ず取りつけてくだ
さい。アースの取りつけは、お買いあげの販売店、電気工事店へご
相談ください。（取付工事は有料です。）

①

②

お願い
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肘掛け

座部

ローラーマッサージャーコンセント

電源スイッチ

アース端子

1. 本 体
1.リモコンのスイッチを操作することにより、お好みのマッサージ動作にして使用できます。
2.連動パワーリクライニングボタンにより、リクライニング操作がおこなえます。

液晶表示部
・動作状態を表示します。

入／切スイッチ
・押すたびに電源を入/切します。
（主電源は背面下部の電源スイッチで
操作します。）

・電源を入れたとき、自動コースか
ら始まります。
・電源を切るとローラーが最上部ま
で移動し、電源が切れます。

背筋のばし選択スイッチ
・背筋のばしを選べます。

たたく動作選択スイッチ
・たたく動作を選べます。

もむ動作選択スイッチ
・もむ動作を選べます。

範囲選択スイッチ
・マッサージ範囲をこの中から
任意に選ぶことができます。

ローラー幅切換スイッチ
・「広い」「狭い」の2段階に調節で
きます。

・マッサージ動作中も変えられます。

部位動作時のローラー位置調節
スイッチ
・ローラーの位置を「上」「下」自由
に調節できます。

• 使用時以外は電源スイッチを必ず「切」、施錠ボタンを「閉」にし、電源プラグをコンセントから抜き、
リモコンはリモコンポケットに収納しておいてください。この時電源コード類は束ねておいてください。
・幼児や子供がコードで遊び、けがをしたり、子供のいたずらによる事故やけがの恐れがあります。

• コンセントの容量は300Wで、オムロンローラーマッサージャー用です。専用のマッサージャー以外の
マッサージ機または治療器と併用しないでください。

注意�

自動コース選択スイッチ

2. リモコンスイッチのなまえと操作のしかた

ア
ー
ス�

300W以下�
電源スイッチ�
切� 入�
開�
閉�

ア
ー
ス�

300W以下�電源スイッチ�

切� 入�
開�

閉�

HM-501

通風口

2. 各部のなまえと機能

⇒次ページ参照

肩位置切換スイッチ
・ローラーの肩位置を「高」
「低」の2段階に調節できま
す。

・本体背もたれの後側
にあります。

部位動作選択スイッチ
・任意の固定位置で「たたく」「も
む」のマッサージができます。

3. 使用例

背もたれを起こして・・・
・最も一般的な姿勢です。

リクライニングでは・・・
・心身ともにリラックスします。

マッサージをする時は背パッドを取り外すことを
おすすめします
・背パットを取り外すと刺激のあるマッサージ効果が
えられます。背パッドでお好みの強さに調整してく
ださい。

ウラブタリモコンポケット

背パット
・マッサージが強く感じるときやイス
としてご使用のときにお使い下さい。
（取り外しできます。）

背もたれ
・マッサージ機構部を
内蔵しています。
（ローラー内蔵）

施錠ボタン

停止スイッチ
・押すとマッサージの動作をそ
の場所で停止します。

・本体の電源スイッチを「入」
にすると点灯します。

電源ランプ

連動パワーリクライニングボタン

・ふくらはぎをマッサージします。
・1回押すごとに「弱→強→切」
と切り換わります。

脚バイブボタン(ふくらはぎ)

⇒11ページ参照

・施錠は「開」「閉」切り換え
によりおこないます。
（コインが必要です。）

手動モード選択スイッチ

⇒9～10ページ参照

・背もたれ、座部、フットレストを連
動させて角度調節ができます。

電源コード

リモコン

マッサージするときは、リラックスした姿勢で頭部を背もたれにつけてご使用ください。

フットレスト
・バイブレータ機構部（脚バイ
ブ）を内蔵しています。

リモコンコード

キャスター



・電源が交流100Vであることを確認してください。
・電源コードが本機の下敷きにならないように注意してください。
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1. 電源プラグをコンセントに差し込みます。
2. 背もたれ裏面下部の施錠ボタン（図①）をコイン等で（開）
にし、電源スイッチ（図②）を（入）にします。
この時、リモコンの電源ランプ（図③）が点灯します。

3. 電源の入れ方
リモコンの（入／切）スイッチ（図④）を押すと、信号音が
「ピッ」と鳴りローラーが動き始めます。開始時は、自動コ
ース「上半身」になるようにセットされています。

1. 電源の入れ方・切り方

注意�

1. 動作開始時は、自動コース「上半身」になるようにセットされています。
2. お好みに合わせて範囲選択スイッチの「首から肩」「腰」いずれかの範囲を選ぶこ
ともできます。

3. 自動コースでは「背筋のばし」、「たたく」ともにローラー幅は「狭い」にセットさ
れています。ローラー幅は調節できません。
＊強弱の調節はできません。
4. 詳しい動作一覧表は14ページをご覧ください。

3. ローラーの幅や位置を変えるとき

3. 腰2. 首から肩

3. 正しい使い方（自動コースのとき）

2. マッサージをします。（自動コースのとき）

4. 電源の切り方
ローラーが動作中、リモコンの（入/切）スイッチ（図④）を押すとローラーはピーピ
ーとブザー音が鳴り、最上部まで移動し停止します。（肩位置切換スイッチが（低）の
場合は（高）より約50mm低い位置でローラーが停止します。）電源ランプ（図③）は
点灯しています。

5. ただちに動作を停止させたい時
リモコンの（停止）スイッチ（図⑤）を押すと、ローラーはその位置で停止します。
この状態で停止させた場合はリモコンの（入/切）スイッチを操作し（2回押す）ロー
ラーを最上部まで移動させておいてください。

6. マッサージ終了後、または停止後は必ず、背もたれ裏面下部の電源スイッチ（図②）
を（切）にして施錠ボタン（図①）をコイン等で（閉）にしてください。
電源スイッチを「切」にすると、リモコンの電源ランプ（図③）は消灯します。

7.電源プラグをコンセントから抜きます。

2. ローラーの肩位置切り換えをするとき

・リモコンでお好みにより、ローラーの肩位置を（高い）（低い）の2
段階に切り換えられます。

・（高い）（低い）は液晶表示の点灯で確認できます。
・肩位置（低）は（高）より移動範囲の上限が約50mｍ低くなります。
・肩位置が合わない場合は、体をずらして調節してください。
・マッサージ動作及びコース途中でも肩位置切り換えはおこなえます。
（自動コース「上半身」「首から肩」のときも切り換えられます。）
・リモコンの（入/切）スイッチまたは（停止）スイッチで停止させ、
再び（入/切）スイッチを押すと前の設定状態が維持されています。

・電源スイッチを切ったり、電源コードを抜いた場合は（高い）に設
定されます。

1. 自動コースではローラー幅は「狭い」に固定されています。
・ 自動コースと「もむ」動作のときには切り換えができません。
・「位置」と「ローラー幅」を変えたいときは「部位」マッサージ（9～10ページ）をご覧ください。

（高い）（低い）は約
50mm移動します。

ア
ー
ス�

300W以下�電源スイッチ�

切� 入�
開�

閉�

1. 上半身

自動コースのマッサージ範囲

警告�
• 次の方は、必ず医師と相談の上ご使用ください。
1)医師の治療を受けている人や特に体に異常を感じているとき 2)背骨に異常のある人、背骨が曲がっている人 3)悪性腫瘍のある
人 4)急性症状のある人 5)骨粗しょう症の人 6)妊娠中や生理中の人 7)安静を必要とする人 8)心臓に障害のある人（狭心症、心
筋梗塞等の疾患のある方、ペースメーカー使用の方） 9)かつて治療をうけたところまたは患部へ使用する人 10)熱の高い人。

・事故や体調不良を起こす恐れがあります。
• 自分で意志表示できない方には使わせないでください。また、身体の不自由な方は、必ず介護の方の付き添いの上で使用し
てください。

・けがをする恐れがあります。
• 布地が破れた状態（内部機構が露出等）では使用しないでください。
・けがをする恐れがありますので、お買い上げの販売店またはオムロンフィールドエンジニアリング（株）まで修理を依頼してください。

• 長時間の使用及び眠りながらの使用はしないでください。
・1回の使用時間は、同一個所には5分位、背全体へは15分位とし
てください。

・長時間の使用は、筋肉や神経に対して必要以上の刺激となり、
逆効果になります。

・続けて使用される場合は、15分使用した後、10分程度休んでくだ
さい。

・なお1日当たりの使用時間は通算して1時間程度を目安にしてく
ださい。

• 素肌や衣服が濡れたままで使用しないでください。
・けがをする恐れがあります。
• 使用中、気分が悪くなったり、刺激が強すぎて苦痛を
感じた場合、すぐに電源を切り、使用を中止してくだ
さい。

・体調不良を起こす恐れがあります。

「背もたれ」を
示します。

「背筋のばし」
から始まり、
最適にプログ
ラムされたコ
ースで「首か
ら肩」を効果
的にまんべん
なくマッサー
ジします。

「背筋のばし」
から始まり、
最適にプログ
ラムされたコ
ースで「上半
身」を効果的
にまんべんな
くマッサージ
します。

「背筋のばし」から
始まり、最適にプロ
グラムされたコース
で「腰」を効果的に
まんべんなくマッサ
ージします。

ローラーを上部へ移動後停止� 肩位置�

動作選択�

低/高�入/切�停止�

運転�

自動コース�

たたく�

上半身�
首から肩�

肩位置�ローラー幅�

腰�

部位�

背筋のばし  もむ�
自動コース�

低�高�狭�広�

リモコンスイッチ（入/切）

ローラーを上部へ移動後停止� 肩位置�

動作選択�

低/高�入/切�停止�

運転�

自動コース�

たたく�

上半身�
首から肩�

肩位置�ローラー幅�

腰�

部位�

背筋のばし  もむ�
自動コース�

低�高�狭�広�

リモコンスイッチ（停止）
①施錠ボタン（開）
②電源スイッチ（入）

③電源ランプ（点灯）
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④

⑤

ローラーを上部へ移動後停止� 肩位置�

動作選択�

低/高�入/切�停止�

運転�

自動コース�

首から肩�

肩位置�ローラー幅�

腰�

部位�低�高�狭�広�

肩位置切換スイッチ

注意�

�
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1. お好みのマッサージ動作をするとき
1. リモコンの電源を入れます。（図①）
2.「背筋のばし」スイッチ（図②）を押します。
・はじめは「背筋のばし」から使用して、身体をなじま
せてください。
・「背筋のばし」液晶表示が点灯します。
・「背筋のばし」動作をはじめます。
・範囲選択「上半身」液晶表示が点灯しています。
・身体がなじんできましたら、お好みの動作「たたく」
「もむ」またはそのまま「背筋のばし」を選びます。

3.「たたく」動作にするとき
・たたく動作選択スイッチ（図③）を押してください。たたく動
作をはじめます。

4.「もむ」動作にするとき
・「もむ」動作選択スイッチ（図④）を押してください。「もむ」
動作をはじめます。＊強弱の調節はできません。

2.「首から肩」のマッサージ機能 3.「腰」のマッサージ機能

・範囲選択から「首・肩」スイッチを押
します。
・「首・肩」液晶表示が点灯します。
・ローラーが首から肩にかけてマッサー
ジ動作を繰り返します。

・範囲選択から「腰」スイッチを押しま
す。
・「腰」液晶表示が点灯します。
・ローラーが腰の部分にマッサージ動作
を繰り返します。

2. ローラーの肩位置を変えるとき

2. マッサージ範囲を変えたいとき
・リモコンの「範囲選択」の中から選びます。

3. ローラーの幅や位置を変えるとき
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肩位置�ローラー幅�
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1.「上半身」のマッサージ機能

4. 正しい使い方（お好みのとき）

・範囲選択から「上半身」スイッチを押
します。
・「上半身」液晶表示が点灯します。
・ローラーが腰から肩にかけて上半身の
マッサージ動作を繰り返します。

上半身�
首から肩�

肩位置�ローラー幅�

腰�

部位�

背筋のばし  

低�高�狭�広�

ローラー幅
「広い」=約120mm

ローラー幅
「狭い」=約70mm

・�

自動コース�

もむ� たたく�

手動モード�

背筋のばし�

範囲選択�

上半身� 首 肩� 腰�

ローラーを上部へ移動後停止� 肩位置�

動作選択�

低/高�入/切�停止�

運転�

・リモコンでお好みにより、ローラーの肩位置を「高い」「低い」の2段階に切り換
えられます。
・「高い」 「低い」 は液晶表示の点灯で確認できます。
・肩位置「低」は「高」より移動範囲の上限が約50mｍ低くなります。
・肩位置が合わない場合は、体をずらして調節してください。
・マッサージ動作及びコース途中でも肩位置切り換えはおこなえます。
・自動コース「上半身」「首から肩」のときも切り換えられます。

高い

低い

電源� リクライニング�脚バイブ�
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自動コース�

もむ� たたく�

手動モード�

背筋のばし�

範囲選択�

上半身� 首 肩� 腰�
手動モード時のみ有効�

もむ/たたく� たたく/背筋のばし�

部位� 下�上� 狭/広�

4.「部位」のマッサージ機能

・範囲選択から「部位」スイッチを押し
ます。
・「部位」液晶表示が点灯します。
・動作選択が「自動コース」・「背筋の
ばし」のときは自動的に「たたく」に
切り換わります。

・「上」スイッチを押すと
ローラーが上方向へ、「下」
スイッチを押すと下方向
へ移動します。お好みの
位置でマッサージができ
ます。

使用中、気分が悪くなったり、刺激が強すぎて苦痛を感じた場合、すぐに電源を
切り、使用を中止してください。

・体調不良を起こす恐れがあります。

注意�
ローラー幅「狭い」=約70mmより首の細い人は使用しないでくだ

さい。

・ローラーに挟まってけがをする恐れがあります。

注意�
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動作選択�
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運転�
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上半身�
首から肩�

肩位置�ローラー幅�

腰�

部位�

背筋のばし  もむ�
自動コース�

低�高�狭�広�

リモコンスイッチ（入/切）

①

②

③

④

上半身�

肩位置�ローラー幅�
部位�

背筋のばし  

低�高�狭�広�

・�

範囲選択�

上半身� 首 肩� 腰�
手動モード時のみ有効�

もむ/たたく� たたく/背筋のばし�

部位� 下�上� 狭/広�

首から肩�

肩位置�ローラー幅�
部位�

背筋のばし  

低�高�狭�広�

・�

範囲選択�

上半身� 首 肩� 腰�
手動モード時のみ有効�

もむ/たたく� たたく/背筋のばし�

部位� 下�上� 狭/広�

肩位置�ローラー幅�

腰�

部位�

背筋のばし  

低�高�狭�広�

電源� リクライニング�脚バイブ�

・�

範囲選択�

上半身� 首 肩� 腰�
手動モード時のみ有効�

もむ/たたく� たたく/背筋のばし�

部位� 下�上� 狭/広�

たたく�

肩位置�ローラー幅�

腰�

部位�低�高�狭�広�

・�

範囲選択�

上半身� 首 肩� 腰�
手動モード時のみ有効�

もむ/たたく� たたく/背筋のばし�

部位� 下�上� 狭/広�

・�

動作選択�

自動コース�

もむ� たたく�

手動モード�

背筋のばし�

範囲選択�

上半身� 首 肩� 腰�

・�

自動コース�

もむ� たたく�

手動モード�

背筋のばし�

範囲選択�

上半身� 首 肩� 腰�

�ローラー幅�
�狭�

1. ローラー幅を変えるとき
・リモコンで「広い」「狭い」の2段階切り換えができます。
・「背筋のばし」と「たたく」動作のときに、切り換えられます。
・「自動コース」と「もむ」動作のときには切り換えができません。
・「広い」 「狭い」 は液晶表示の点灯で確認できます。
・首の細い人はローラー幅を「狭い」=約70ｍｍにしてご使用ください。

�ローラー幅�
� 広�

肩位置�ロ
高�狭

肩位置�
�低�

長時間の使用及び眠りながらの使用はしないでください。
・1回の使用時間は、同一個所には5分位、背全体へは15分位としてください。
・長時間の使用は、筋肉や神経に対して必要以上の刺激となり、逆効果
になります。・続けて使用される場合は、15分使用した後、
10分程度休んでください。・なお1日当たりの使用時間は通
算して1時間程度を目安にしてください。

�

注意�

�
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正
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方
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1. 連動パワーリクライニングのしかた

• ローラーの位置を確認の上、静かに座ってください。
• 連動パワーリクライニングやフットレストを使用する際は、本体の後ろやフットレストの下に人やペット
および障害物がないことを確認してください。

・けがをする恐れがあります。

•座面下部の金具、背もたれと座部や肘掛け部のすき間に、手や足を入れないでください。
•同時に2人以上で使用しないでください。
•本機の上にのって、飛び跳ねたりしないでください。
・けがをする恐れがあります。
•フットレストに座ったり立ち上がったり、飛び跳ねたりしないでください。
・けがをする恐れがあります。また、フットレストが壊れる恐れがあります。

注意�

2. フットレストの使い方
フットレストは単独でも起こすことができます。（1段階）
＊フットレストを単独で起こしたときは、連動パワーリクライニングに連動しません。

3. 脚バイブの使い方

1回押す： 弱い振動　　　　（表示ランプ点灯）
2回押す： 強い振動　　　　（表示ランプ点灯）
3回押す：　停止する

＊強弱の切り換えはリモコンのランプの点灯で確認できます。
＊脚バイブだけでの使用もできます。
＊約15分で自動的に停止します。
＊自動コース、手動モードでのマッサージと併用したときは、
そのタイマーと同時に停止します。

6. お手入れのしかた

湿気、ほこりの少ない場所に設置・保管してください。また、屋外で保管しないでください。
・湿気、ほこりは機械の寿命を短くします。またカビ、シミの原因にもなります。
直射日光が当たる場所やストーブ等の近くで高温になる場所は避けてください。
・布部の変色、変質の恐れがあります。
本体を持ち運ぶ場合は、コード類を束ね2人で持ち運んでください。
・コードが長く垂れ下がったままでは転倒や落下の恐れがあります。
本体を持ち運ぶ時は座部を持ってください。
・肘掛けを持って運ぶとひじ掛けがたわんで変形の原因となります。
入浴剤（特にイオウ成分を含んだもの）やシャンプー、整髪料などが生地に付着したとき
は速やかに乾いた布で拭き取ってください。
・変色やシミの原因になります。

お手入れの際は、必ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。また、濡れた手
で抜き差ししないでください。
・感電の恐れがあります。

シンナー、ベンジン、漂白剤は使用しないでください。
・破損や変色の原因になります。お手入れはぬるま湯か石鹸水（中性洗剤）を水で薄めたも
のを柔らかい布に含ませよく絞ってから拭いてください。
本機に水をかけないでください。
・感電の恐れがあります。また、故障の原因になります。

背パットのクリーニングについて
・背パットが汚れてきたら、お近くのクリーニング店にドライクリーニングをご依頼ください。

�

約120°

約160°

約32°

約15°

約75°

5. 正しい使い方・イスの機能

よりリラックスした姿勢でマッサージやイスとして使用できるように、背もたれと座部、フットレストが電動で連動し
てリクライニングします。 電源� リクライニング�脚バイブ�

●弱/強●� たおす�
おこす�

部位� 下�上� 狭/広�

HM-501
1.たおす　　 ボタンを押し続けてください。
2.背もたれ、座部が倒れるとフットレストが連動
して起き始めます。

3.お好みの角度になったらはなしてください。

1.おこす　　 ボタンを押し続けてください。
2.背もたれ、座部が起きるとフットレストが連動
して倒れ始めます。

3.お好みの角度になったらはなしてください。

水平よりもさらに引き上げると元にもどります。

たおす�

背もたれを倒したいとき

背もたれを起こしたいとき

・カチャと音がするまで引き上げます。

おこす�

脚バイブ�
●弱/強●�
脚バイブ�
●弱/強●�

●弱/強●�

�
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9. 自動コースの内容

上半身コース

首から肩コース

腰コース

背筋のばし 断続背筋のばし
（1秒停止）
腰側約7ヶ所断続

断続背筋のばし
（1秒停止）
背中央部約4ヶ所断続

断続背筋のばし
（1秒停止）
首・肩約5ヶ所断続

部分もみ（2回）
部分たたき（3秒）
交互に約14ヶ所

部分もみ（4回）
腰側約7ヶ所

部分もみ（2～3回）
背中央部約3ヶ所

部分もみ（4回）
首・肩約6ヶ所

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
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現象

表面の一部が押されてシワになって
いる。

作動中「シュー」、「キュッキュッ」、
「コトコト」という音がする。

マッサージ動作切り換え時「ガチャ」
という音がする。

マッサージ動作音が多少大きくな
る。

ローラーが一時的に止まる。

表面が暖かく感じる。

左右のローラーの高さが異なる。

動作しない、または途中から動かな
くなった。

ここを点検してください。

梱包開封直後ですか？

構造上やむをえず発生するもので
す。機械の故障ではありません。

連続して長時間使用していません
か？

必要以上に力をかけていませんか？

連続30分以上使用していません
か？

構造上のものです。

タイマーが働き、電源が切れていま
せんか？

電源プラグがコンセントから抜けて
いませんか？

処理方法

4～5日程度で元にもどります。

製品寿命にも影響ありません。

電源を切って1時間以上休ませてくださ
い。

負担を取り除くとローラーは再び動きは
じめます。

機械には影響ありません。

異常ではありません。

スイッチを再度入れてください。

電源プラグをコンセントに差し込んでく
ださい。

・上項の他にセットした動作と異なる動作をした場合は、一度電源プラグをコンセントから抜き、少しおいてから再度
プラグをコンセントに差し込んで電源スイッチを入れてください。
・購入当初、または長時間使用するとグリス（潤滑油）の臭いがすることがありますが、異常ではありません。
・これらの処理をされても異常があるときは、お買い上げの販売店またはオムロンフィールドエンジニアリング（株）
までご相談ください。なお、その際はご購入商品名・型名、お買い上げ時期、故障状況等をくわしくお知らせください。

・切り忘れ防止や過度のマッサージを防ぐため、タイマーを内蔵してあります。約15分後に自動的にローラーが最上部
（肩位置が「低」の場合は「高」より50mｍ低い位置）へ移動した後、停止します。
・15分後、タイマーが働きローラーが最上部へ移動中に「入/切」スイッチを押した場合には、その時点から再び15分
タイマーがスタートします。

8. 電子タイマーについて

7. 故障かな？と思ったとき

背筋のばし

背筋のばし部分たたき（4秒）
腰側約7ヶ所

部分たたき
（2～3秒）
中央部約4ヶ所

部分たたき（4秒）
首・肩約6ヶ所

背筋のばし
1往復半

断続背筋のばし
（1秒停止）
約7ヶ所断続

背筋のばし 断続背筋のばし
（1秒停止）
約7ヶ所断続

部分もみ（2回）
部分たたき（3秒）
交互に約6ヶ所

背筋のばし

部分もみ（2回）
部分たたき（3秒）
交互に約6ヶ所

背筋のばし部分もみ（4回）
約7ヶ所

背筋のばし部分たたき（3秒）
約10ヶ所

背筋のばし

背筋のばし
1往復半

断続背筋のばし
（1秒停止）
約7ヶ所

背筋のばし 断続背筋のばし
（1秒停止）
約7ヶ所

部分もみ（2回）
部分たたき（3秒）
交互に約6ヶ所

背筋のばし

部分もみ（2回）
部分たたき（3秒）
交互に約6ヶ所

背筋のばし部分もみ（4回）
約7ヶ所

背筋のばし部分たたき（3秒）
約10ヶ所

凡例： 背筋のばし
断 続

背筋のばし
も む たたく

本体背もたれ後ろ側の電源スイッチ
が「切」になっていませんか？

電源スイッチを「入」にしてください。
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